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は
じ
め
に

近
年
十
〜
十
一
世
紀
の
奥
羽
の
動
向
に
つ
い
て
、
京
都
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
論

じ
ら
れ
、
特
定
の
権
門
の
利
権
確
保
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た①
。

筆
者
も
ま
た
、
こ
の
研
究
潮
流
の
な
か
で
十
〜
十
一
世
紀
の
陸
奥
国
に
つ
い
て
、

陸
奥
出
羽
按
察
使
・
陸
奥
守
・
鎮
守
府
将
軍
の
任
官
状
況
か
ら
考
え
て
き
た②
。

①  

十
世
紀
半
ば
以
降
、
奥
羽
支
配
の
推
進
・
強
化
の
た
め
、
奥
羽
両
国
の
国
守
あ

る
い
は
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
貞
盛
流
平
氏
や
秀
郷
流
藤
原
氏
な
ど
の
軍

事
貴
族
が
現
地
に
下
向
し
勢
力
を
扶
植
し
た
。
そ
の
な
か
で
摂
関
家
の
傍
流
小

一
条
家
が
、
陸
奥
の
貞
盛
流
平
氏
と
結
び
つ
き
、
国
守
は
代
々
小
一
条
家
の
関

係
者
が
就
任
し
陸
奥
で
の
利
権
を
獲
得
し
た
。
小
一
条
家
の
没
落
後
、
そ
の
利

権
は
摂
関
家
に
よ
っ
て
維
持
・
管
理
さ
れ
た
。

②  

十
世
紀
末
期
か
ら
十
一
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
、
藤
原
道
長
が
台
頭
し
陸
奥
守

は
そ
の
関
係
者
が
就
任
し
た
。
ま
た
鎮
守
府
将
軍
は
、
在
地
に
勢
力
を
有
す
る

軍
事
貴
族
（
秀
郷
流
藤
原
氏
・
貞
盛
流
平
氏
）
が
就
任
し
た
が
、
次
第
に
陸
奥
守
と

の
間
に
軋
轢
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
を
克
服
す
る
べ
く
、
陸
奥

守
に
は
軍
事
貴
族
と
姻
戚
関
係
を
有
す
る
者
を
任
じ
、
鎮
守
府
将
軍
を
牽
制
す

る
方
策
を
と
っ
た
。

③  

寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）、
小
一
条
院
敦
明
親
王
（
父
は
三
条
天
皇
、
母
は
小
一
条

家
藤
原
済
時
の
娘

子
）
は
道
長
の
娘
寛
子
を
妃
と
し
、
母
方
の
小
一
条
家
か
ら

継
承
し
た
陸
奥
の
利
権
は
摂
関
家
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
。
道
長
の
死
後
、
東

国
で
発
生
し
た
平
忠
常
の
乱
の
対
応
の
な
か
で
、
小
一
条
院
と
の
関
係
を
有
す

る
小
一
条
家
や
貞
盛
流
平
氏
は
没
落
し
た
。
以
後
、
陸
奥
出
羽
按
察
使
に
就
任

し
た
妃
寛
子
の
同
母
兄
弟
の
藤
原
頼
宗
ら
の
保
護
の
も
と
で
、
小
一
条
院
の
陸

奥
に
お
け
る
利
権
は
保
持
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
過
程
の
な
か
で
、
新
た
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、
道
長
死
後
の

陸
奥
に
お
け
る
利
権
確
保
に
何
故
頼
宗
と
そ
の
兄
弟
・
子
孫
が
関
与
す
る
に
至
っ
た

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
長
死
去
の
翌
年
、
陸
奥
出
羽
按
察
使
（
以
降
「
按
察
使
」

と
表
記
）
に
就
任
し
た
の
は
頼
宗
で
あ
り
（【
表
】
№
16
）、
そ
の
後
頼
宗
の
同
母
弟
能

信
・
長
家
が
連
続
し
て
任
じ
ら
れ
て
い
る
（【
表
】
№
19
・
23
）。
さ
ら
に
頼
宗
の
子
俊

家
（【
表
】
№
40
）
や
俊
家
の
子
宗
俊
・
宗
通
（【
表
】
№
51
・
58
）
が
按
察
使
に
、
宗

俊
・
宗
通
の
兄
弟
で
あ
る
基
頼
に
至
っ
て
は
陸
奥
守
・
鎮
守
府
将
軍
に
就
任
し
て
お

り
（【
表
】
№
55
・
56
）、
俊
家
を
家
祖
と
す
る
大
宮
右
大
臣
家
と
陸
奥
国
の
関
わ
り
が

よ
り
緊
密
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
大
宮
右
大
臣
家
に
よ
る
陸
奥
国
進
出
の
過
程
に
つ
い
て
、
最

新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
論
の
展
開
上
旧
稿

で
述
べ
た
こ
と
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
点
は
ご
寛
恕
願
い
た
い
。

大
宮
右
大
臣
家
に
よ
る
陸
奥
国
進
出
の
過
程
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【表】陸奥出羽按察使・陸奥守・鎮守府将軍の任官状況
№ 和暦 西暦 陸奥出羽按察使 陸奥守 鎮守府将軍
1 長和 1 1012 藤原隆家（1.27 任） 藤原兼光（⑩ .21 前）
2 長和 2 1013 藤原済家（7.20 現）
3 長和 3 1014 藤原隆家（現） 平維良（2.7 現）
4 長和 4 1015 平維良（11.3 現）
5 長和 5 1016 藤原斉信（1.12 任） 藤原貞仲（10.22 現） 平維良（11.6 現）
6 寛仁 2 1018 藤原貞仲（8.19 現） 平永盛（1.23 任）
7 寛仁 3 1019 橘則光（7.25 現） 平永盛（6.22 現）

平永盛（6.29 現）
平永盛ヵ（7.15 現）

8 寛仁 4 1020 藤原斉信（11.29 終）
9 治安 1 1021 藤原公任（1.24 任）
10 治安 2 1022 藤原頼行（1.29 任）
11 治安 3 1023 平孝義（12.4 現）
12 万寿 1 1024 藤原頼行（3.28 現）
13 万寿 2 1025 藤原頼行（11.29 現）
14 万寿 3 1026 藤原公任（1.4 終）

藤原行成（2.7 任）
15 万寿 4 1027 藤原行成（12.4 終） 藤原頼行（12.11 現）
16 長元 1 1028 藤原頼宗（2.9 任） 平孝義（9.6 現）
17 長元 2 1029 藤原朝元（1.24 任）

藤原朝元（3.28 現）
藤原朝元（7.14 現）
藤原朝元（8.2 現）

18 長元 5 1032 藤原頼宗（現）
19 長元 6 1033 藤原能信（2.20 任）
20 長元 7 1034 藤原兼貞（11.11 現）
21 長元 9 1036 藤原頼宣（10.14 任）
22 長暦 1 1037 藤原能信（現）
23 長暦 2 1038 藤原長家（1.30 任）
24 長久 3 1042 藤原長家（現）
25 長久 4 1043 源師房（1.24 任）
26 永承 3 1048 源師房（終） 源頼清（3.2 前）

藤原信家（1.28 任）
27 永承 5 1050 藤原登任（現）
28 永承 6 1051 源頼義（任）
29 永承 7 1052 藤原信家（現）
30 天喜 1 1053 藤原資平（1.27 任） 源頼義（現） 源頼義（任）
31 天喜 4 1056 藤原良綱（任）

藤原良綱（12.29 終）
源頼義（12.29 任）

32 康平 2 1059 藤原資平（現）
33 康平 5 1062 源頼義（終）

高階経重（任）
34 康平 6 1063 清原武則（2.27 任）
35 治暦 3 1067 源頼俊（任）
36 治暦 4 1068 源隆国（3.5 任）
37 延久 2 1070 源隆国（現） 清原貞衡（任）
38 延久 3 1071 源頼俊（5.5 現）
39 延久 4 1072 藤原経俊（任）
40 承保 3 1076 藤原俊家（1.22 任） 橘為仲（9.12 現）
41 承暦 4 1080 藤原俊家（8.14 終） 橘為仲（1.－現）
42 永保 1 1081 源俊房（12.17 任） 源義家（2.－現）
43 永保 2 1082 源俊房（12.9 終）
44 応徳 2 1085 藤原実季（12.8 任）
45 寛治 1 1087 源義家（12.26 現）
46 寛治 2 1088 藤原基家（1.25 任）
47 寛治 5 1091 藤原実季（12.24 終）
48 寛治 7 1093 藤原基家（8.15 終）

源義綱（10.18 任）
49 嘉保 1 1094 源義綱（3.8 現）
50 嘉保 2 1095 源有宗（1.28 任）
51 永長 1 1096 藤原宗俊（1.24 任）
52 承徳 1 1097 藤原宗俊（5.5 終）
53 承徳 2 1098 源有宗（8.6 現）

源国俊（8.28 任）
54 康和 1 1099 源師忠（12.14 任） 源国俊（3.18 終） 藤原実宗（12.14 任）

藤原実宗（9.17 任）
55 康和 5 1101 藤原実宗（10.4 終）

藤原基頼（11.1 任）
56 長治 1 1104 源師忠（現） 藤原基頼（5.2 現） 藤原基頼（5.2 任）

藤原基頼（5.3 現）
57 長治 2 1105 源俊明（12.－任）
58 天仁 1 1108 源俊明（10.14 終） 藤原基頼（12.30 任）

藤原宗通（10.14 任）
59 天仁 2 1109 藤原基頼（12.6 現）
60 天永 3 1112 藤原基頼（4.11 現）
61 永久 1 1113 橘以綱（7.29 現） 橘以綱（7.29 任）
62 永久 2 1114 藤原宗通（11.29 現）
63 永久 3 1115 藤原宗通ヵ（4.28 現） 橘以綱（12.11 終）
64 永久 4 1116 藤原宗通ヵ（1.2 現） 藤原基信（1.30 任）

「北方史関係官人補任表」（青森県史編さん古代部会編『青森県史　資料編　古代 1』2000 年）をもとに作成
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陸
奧
出
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按
察
使
・
陸
奧
守
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鎮
守
府
将
軍
任
官
者
関
係
系
図
〉

第
一
章　

小
一
条
院
敦
明
親
王
と
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
頼
宗

第
一
節　

寛
仁
元
年
以
降
の
小
一
条
院
と
陸
奥
国
支
配

寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
四
月
に
三
条
天
皇
は
崩
御
し
、小
一
条
家
以
来
の
陸
奥
に

お
け
る
利
権
を
継
承
し
た
の
が
、三
条
天
皇
の
皇
子
小
一
条
院
敦
明
親
王
（
以
降
「
小

一
条
院
」
で
統
一
）
で
あ
る
。

三
条
天
皇
崩
御
の
前
年
に
あ
た
る
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
正
月
、天
皇
は
小
一
条

院
を
皇
太
子
に
す
る
こ
と
を
条
件
に
退
位
し
た
。
天
皇
の
退
位
と
時
期
を
同
じ
く
し

て
、陸
奥
出
羽
按
察
使
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
藤
原
斉
信
で
あ
る
（【
表
】
№
5
）。
斉
信

は
、
藤
原
公
任
・
藤
原
行
成
・
源
俊
賢
と
と
も
に
「
恪
勤
公
達
部
」（『
小
右
記
』
寛
弘

二
年
五
月
十
四
日
条
）
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
道
長
の
側
近
中
の
側
近
で
あ
っ
た
。

斉
信
の
前
任
は
藤
原
隆
家
で
あ
り
（【
表
】
№
1
・
3
）、
三
条
天
皇
が
即
位
し
た
翌

長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
正
月
に
就
任
し
て
い
る
。
隆
家
は
天
皇
に
近
し
い
存
在
で
、

皇
后
藤
原

子
の
皇
后
宮
大
夫
を
務
め
（『
小
右
記
』
長
和
元
年
四
月
廿
七
日
条
）、天
皇

の
意
向③
が
働
い
た
の
か
予
て
よ
り
切
望
し
て
い
た
と
さ
れ
る
大
宰
帥
に
任
命
さ
れ
た

（『
小
右
記
』
長
和
三
年
十
一
月
七
日
条
、『
栄
花
物
語
』
巻
第
十
二
「
た
ま
の
む
ら
き
く
」）。

し
か
も
こ
の
大
宰
帥
の
任
官
は
、
按
察
使
と
の
兼
任
で
あ
り
異
例
の
人
事
で
も
あ
っ

た
。
隆
家
の
眼
病
治
療
が
主
な
目
的
か
も
し
れ
な
い
が
（『
大
鏡
』
中
・
内
大
臣
道
隆
）、

天
皇
と
し
て
は
隆
家
を
按
察
使
・
大
宰
帥
の
両
職
に
就
任
さ
せ
る
こ
と
で
、
珍
品
の

交
易
を
有
利
に
進
め
さ
せ
、
さ
ら
な
る
富
の
集
積
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か④
。

こ
の
よ
う
な
三
条
天
皇
の
思
惑
を
察
知
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

道
長
は
按
察
使
を
隆
家
か
ら
斉
信
に
替
え
る
こ
と
で
、
小
一
条
家
以
来
の
陸
奥
国
の

利
権
を
自
ら
の
管
理
下
に
置
こ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
道
長
の
意
向

は
、
斉
信
の
後
に
公
任
・
行
成
が
按
察
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
類
推
で

き
る
（【
表
】
№
9
・
14
）。

寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
八
月
、小
一
条
院
は
皇
太
子
辞
退
を
願
い
出
た
。
そ
し
て

道
長
の
計
ら
い
に
よ
り
、
小
一
条
院
の
尊
号
が
贈
ら
れ
、
准
太
上
天
皇
の
処
遇
を
得

る
に
至
っ
た
。
ま
た
同
年
十
一
月
に
は
、
道
長
の
娘
で
頼
宗
の
同
母
妹
寛
子
を
妃
と

し
た
。
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
寛
子
の
死
去
後
は
、程
な
く
し
て
頼
宗
の
娘
で
あ
る

院
の
上
が
小
一
条
院
に
嫁
い
で
い
る
。

三
条
天
皇
の
退
位
を
機
に
、
道
長
は
小
一
条
家
以
来
の
陸
奥
国
の
利
権
を
自
ら
の

管
理
下
に
置
く
と
と
も
に
、
当
該
利
権
の
正
当
な
後
継
者
た
る
小
一
条
院
を
娘
婿
と

す
る
こ
と
で
、
利
権
を
確
固
な
も
の
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
頼
宗
は
、

小
一
条
院
と
の
関
係
を
構
築
す
る
機
会
を
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
頼
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宗
は
自
分
の
娘
（
院
の
上
）
を
小
一
条
院
の
後
添
え
に
据
え
た
こ
と
で
、よ
り
密
接
な

関
わ
り
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節　

平
忠
常
の
乱
の
影
響
に
よ
る
陸
奥
国
支
配
の
転
換

万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
十
二
月
三
日
、道
長
が
死
去
し
た
。
そ
の
翌
年
東
国
で
反

乱
が
発
生
し
た
。

長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
六
月
、
平
忠
常
は
安
房
国
府
を
襲
撃
し
、
国
守
平
惟
忠
を

殺
害
し
て
い
る
。
ま
た
秀
郷
流
藤
原
兼
光
は
忠
常
に
荷
担
し
て
お
り
、
追
討
使
に
は

貞
盛
流
の
平
直
方
が
選
任
さ
れ
た
。
貞
盛
流
平
氏
は
、
一
族
を
挙
げ
て
乱
の
鎮
圧
に

あ
た
っ
て
い
た
よ
う
で
、
直
方
の
父
で
あ
る
維
時
は
上
総
介
、
維
時
の
従
兄
弟
正
輔

は
安
房
守
に
就
任
・
配
置
さ
れ
た
。

東
国
で
発
生
し
た
反
乱
と
は
い
え
、
陸
奥
国
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
忠
常
に

加
担
し
た
兼
光
は
、
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
か
ら
万
寿
四
年
ま
で
鎮
守
府
将
軍
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
頼
行
（【
表
】
№
10
・
12
・
13
・
15
）
の
父
で
、
兼
光
自
身
も
長
徳

四
年
（
九
九
八
）
に
は
鎮
守
府
将
軍
を
歴
任
し
て
い
た
（【
表
】
№
1
）。
頼
行
の
鎮
守

府
将
軍
在
任
が
最
後
に
確
認
で
き
る
の
が
万
寿
四
年
で
あ
る
た
め
、
翌
年
の
乱
発
生

時
に
は
父
兼
光
の
乱
へ
の
加
担
と
相
俟
っ
て
解
任
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

頼
行
の
鎮
守
府
将
軍
任
終
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
正
月
に
陸

奥
守
に
就
任
し
た
の
が
、
か
つ
て
陸
奥
国
に
利
権
を
有
し
て
い
た
小
一
条
家
出
身
の

藤
原
朝
元
で
あ
る
（【
表
】
№
17
）。
小
一
条
家
は
、今
回
の
反
乱
の
追
討
に
あ
た
っ
た

貞
盛
流
平
氏
と
深
い
関
係
を
有
し
て
お
り
、
朝
元
の
陸
奥
守
起
用
は
、
貞
盛
流
に
よ

る
追
討
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
措
置
と
思
わ
れ
る
。
小
一
条
家
の
関
係
者
が
陸
奥

守
に
就
任
し
た
の
は
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
の
朝
元
の
父
実
方
以
来
で
あ
っ
た
。

朝
元
の
陸
奥
守
就
任
の
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
小
一
条
院
の
意
向
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
小
一
条
院
は
道
長
の
娘
寛
子
と
の
婚
姻
を

契
機
に
、
摂
関
家
の
保
護
下
に
置
か
れ
た
も
の
の
、
人
事
に
関
わ
る
推
挙
権
は
持
っ

て
い
た⑤
。
ま
た
、
道
長
の
死
後
に
小
一
条
院
を
支
え
た
の
が
、
妃
寛
子
の
同
母
兄
で

あ
り
、
朝
元
が
陸
奥
守
に
就
任
す
る
前
年
、
按
察
使
に
任
じ
ら
れ
た
藤
原
頼
宗
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
（【
表
】
№
16
）。

し
か
し
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
九
月
、
直
方
は
追
討
使
を
解
任
さ
れ
、
代
わ
っ
て

甲
斐
守
源
頼
信
が
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
春
忠
常
は
頼
信
に
投
降
し
、
六
月
に
病

没
し
た
た
め
乱
は
終
結
し
た
。
こ
の
一
連
の
経
緯
の
な
か
で
、
乱
に
荷
担
し
た
秀
郷

流
藤
原
氏
は
も
と
よ
り
、乱
の
追
討
に
失
敗
し
た
貞
盛
流
平
氏
の
勢
力
が
後
退
し
た
。

そ
れ
が
鎮
守
府
将
軍
の
停
止
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
乱
の
さ
な
か
に
朝
元
を
陸
奥
守
に
推
挙
す
る

こ
と
で
、
小
一
条
院
は
、
姻
戚
で
あ
る
小
一
条
家
の
復
権
を
企
図
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
陸
奥
国
に
お
け
る
小
一
条
家
の
家
産
を
継
ぐ
べ
き
藤
原
済
時
の
子
為
任

は
、
か
つ
て
小
一
条
院
の
父
三
条
天
皇
の
推
挙
に
よ
り
熟
国
で
あ
る
伊
予
守
に
補
任

さ
れ
た
が
、そ
の
後
目
立
っ
た
事
績
は
な
く
遅
く
て
も
万
寿
年
間
（
一
〇
二
四
〜
二
八
）

に
出
家
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
為
任
の
弟
通
任
は
、
長
和
五
年

（
一
〇
一
六
）
の
小
一
条
院
の
立
太
子
に
伴
い
、春
宮
権
大
夫
に
任
じ
ら
れ
る
も
の
の
、

翌
年
の
皇
太
子
辞
退
に
伴
い
当
職
を
辞
し
た
後
は
高
い
地
位
に
就
く
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

そ
う
し
た
小
一
条
家
没
落
の
危
機
に
あ
る
な
か
、
内
乱
が
終
結
し
た
年
の
十
月
、

朝
元
は
任
期
半
ば
で
死
去
し
た
た
め
、
小
一
条
家
の
人
材
が
払
底
し
て
し
ま
っ
た
。

没
落
の
途
に
あ
っ
た
小
一
条
家
に
も
は
や
陸
奥
国
の
利
権
を
維
持
で
き
る
ほ
ど
の
力

は
な
く
、
以
降
小
一
条
院
は
摂
関
家
に
強
く
依
存
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

第
三
節　

前
九
年
合
戦
前
夜
の
陸
奥
国
支
配

平
忠
常
の
乱
後
、
陸
奥
国
に
か
か
る
人
事
は
摂
関
家
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
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頼
宗
は
、長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
ま
で
按
察
使
を
務
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（【
表
】

№
18
）。
そ
の
後
、
立
て
続
け
に
按
察
使
に
就
任
し
た
の
が
、
頼
宗
の
同
母
弟
能
信
・

長
家
（【
表
】
№
19
・
22
〜
24
）
で
、
小
一
条
院
の
妃
寛
子
に
と
っ
て
も
同
母
の
兄
弟
に

あ
た
る
。
ま
た
源
師
房
は
、
寛
子
の
同
母
妹
尊
子
の
夫
で
（【
表
】
№
25
・
26
）、
藤
原

信
家
は
頼
通
の
養
子
（
実
父
は
教
通
）
で
、
小
一
条
院
と
寛
子
の
間
に
生
ま
れ
た

子

内
親
王
の
夫
で
あ
る
（【
表
】
№
26
・
29
）。

平
忠
常
の
乱
後
に
急
逝
し
た
藤
原
朝
元
の
後
任
に
は
、
藤
原
兼
貞
が
陸
奥
守
に
就

任
し
た
よ
う
で
、
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
そ
の
在
任
が
確
認
で
き
る
（【
表
】
№
20
）。

兼
貞
の
父
は
藤
原
正
光
で
道
長
に
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
が
、
母
は
源
高
明
の
女
で

あ
り
頼
宗
・
能
信
・
長
家
兄
弟
や
小
一
条
院
の
妃
寛
子
に
と
っ
て
は
従
兄
弟
に
あ
た

る
。
ま
た
兼
貞
の
姉
妹
は
長
家
に
嫁
い
で
お
り
、
二
重
の
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
こ

の
兼
貞
に
つ
い
て
は
、『
春
記
』
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
十
月
八
日
条
に
「
故
兼
貞

後
家
前
典
侍
〈
御
乳
母
〉
有
令
申
事
、
故
兼
貞
遺
物
少
々
雑
駄
等
留
置
彼
国
」
と
あ

り
、
陸
奥
守
在
任
中
に
卒
去
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
い
で
陸
奥
守
に
任
官
し
た
の
が
、藤
原
頼
宣
で
あ
る
（【
表
】
№
21
）。
父
は
藤
原

宣
孝
で
、
母
は
平
季
明
の
女
で
あ
り
、
妻
が
道
長
の
側
近
で
高
棟
王
流
桓
武
平
氏
の

流
れ
を
汲
む
平
重
義
の
女
で
あ
る
。

頼
宣
の
舅
に
あ
た
る
重
義
は
、
道
長
の
代
に
陸
奥
守
を
歴
任
し
た
平
孝
義
の
兄
弟

で
、頼
宣
の
妻
は
孝
義
の
姪
に
あ
た
る
。
後
年
孝
義
の
子
孫
と
思
し
き
人
物
（
散
位
平

孝
忠
）
が
「
貞
任
・
宗
任
之
一
族
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
（『
陸
奥
話
記
』）、
こ
の
一
族

は
孝
義
の
陸
奥
守
任
官
を
機
に
、
陸
奥
国
府
の
有
力
な
在
庁
官
人
で
あ
る
奥
六
郡
安

倍
氏
と
の
関
係
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
関
係
が
頼
宣
の
陸
奥

守
就
任
に
ど
れ
ほ
ど
影
響
し
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
頼
宣
の
陸
奥
守
在
任
中
の
出

来
事
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
頼
宣
が
陸
奥
守
に
就
任
し
て
約
二
か
月
ほ
ど
後
に
、「
安
倍
忠
好
」
と
い

う
人
物
が
陸
奥
権
守
に
任
じ
ら
れ
て
赴
任
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（『
範
国
記
』
長
元

九
年
十
二
月
廿
二
日
条
）。
こ
の
「
安
倍
忠
好
」
に
つ
い
て
は
、戸
川
点
氏
が
安
倍
頼
良

の
父
忠
良
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が⑥
、
奥
六
郡
安
倍
氏
に

繋
が
る
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
さ
ら
に
想
像
を
広
げ
る
な
ら
ば
、
陸
奥
国
支

配
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
た
な
い
頼
宣
を
補
佐
す
る
存
在
と
し
て
、
姻
戚
関
係
に
あ
る
高

棟
王
流
桓
武
平
氏
が
媒
介
と
な
っ
て
奥
六
郡
安
倍
氏
に
繋
が
る
人
物
を
陸
奥
権
守
と

し
て
選
任
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ま
た
鎮
守
府
将
軍
不
在
の
状
況
の
な
か
で
、

そ
の
役
割
を
補
完
し
た
の
が
陸
奥
権
守
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
陸
奥
守
に
任
官
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
源
頼
清
で
あ
る
（【
表
】
№
26
）。

頼
清
は
、
後
に
前
九
年
合
戦
で
活
躍
す
る
源
頼
義
の
実
弟
で
あ
る
。
頼
清
に
つ
い
て

は
、
元
木
泰
雄
氏
の
論
考
に
詳
し
く
、
父
頼
信
や
兄
頼
義
の
よ
う
な
武
力
活
動
は
見

ら
れ
ず
、
文
官
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
お
り
、
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
に
は
摂
関

家
の
侍
所
別
当
を
務
め
る
な
ど
頼
通
の
信
任
が
厚
か
っ
た
と
思
わ
れ
る⑦
。
頼
清
が
陸

奥
守
に
任
官
し
た
記
録
は
、『
造
興
福
寺
記
』
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
三
月
二
日
条

に
「
前
陸
奥
守
」
と
し
て
見
え
、
永
承
三
年
以
前
に
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
後
述
の
藤
原
登
任
が
、永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
に
は
陸
奥
守
に
在
任

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
長
久
元
年
か
ら
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
〇
年
代
前
半
）

頃
に
陸
奥
守
に
在
任
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

頼
清
の
後
任
と
思
わ
れ
る
の
が
、
藤
原
登
任
で
あ
る
（【
表
】
№
27
）。
登
任
は
、
三

条
に
あ
っ
た
自
邸
で
道
長
の
側
近
藤
原
公
任
の
娘
（
藤
原
教
通
室
）
の
出
産
の
世
話
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、公
任
に
家
人
と
し
て
仕
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（『
栄
花
物
語
』

巻
第
十
二
「
た
ま
の
む
ら
き
く
」・
巻
第
廿
一
「
御
く
ゐ
の
大
将
」）。
ま
た
、『
造
興
福
寺

記
』
永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
二
月
廿
一
日
条
に
収
載
さ
れ
て
い
る
藤
氏
諸
大
夫
交
名

に
「
登
任
朝
臣
〈
当
任
〉」
と
あ
る
が
、永
承
年
間
（
一
〇
四
六
〜
五
〇
）
に
は
登
任
と

安
倍
氏
の
間
に
合
戦
が
生
じ
て
い
る
た
め
（『
陸
奥
話
記
』）、
こ
の
「
当
任
」
は
、
永

承
二
年
段
階
で
登
任
が
陸
奥
守
に
在
任
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

陸
奥
守
の
任
官
状
況
か
ら
判
断
し
う
る
に
、
平
忠
常
の
乱
後
は
摂
関
家
の
関
係
者
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で
あ
る
文
官
が
連
続
し
て
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
奥
六
郡
安
倍
氏
と
協
調
関
係

を
築
き
つ
つ
、
安
定
的
に
国
内
支
配
を
進
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章　

陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
俊
家
と
河
内
源
氏

第
一
節　

前
九
年
合
戦
と
陸
奥
国
支
配

永
承
年
間
（
一
〇
四
六
〜
五
〇
）、
当
時
陸
奥
守
の
任
に
あ
っ
た
藤
原
登
任
と
奥
六

郡
安
倍
氏
の
間
で
合
戦
が
起
っ
た
。

こ
の
合
戦
は
、
お
そ
ら
く
安
倍
氏
の
貢
納
物
対
桿
を
解
消
す
る
た
め
に
陸
奥
国
府

が
武
力
を
行
使
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
以
降
、鎮
守
府
将

軍
不
在
の
状
況
が
続
い
て
お
り
、
鎮
守
府
の
所
在
地
・
奥
六
郡
を
拠
点
と
す
る
安
倍

氏
は
、
秀
郷
流
藤
原
氏
や
貞
盛
流
藤
原
氏
に
代
る
陸
奥
国
の
軍
事
的
実
力
者
に
成
長

し
た⑧
。
陸
奥
守
登
任
に
仕
え
て
い
た
藤
原
経
清
（
亘
理
郡
）
や
平
永
衡
（
伊
具
郡
）
が
、

安
倍
頼
良
（
の
ち
に
頼
時
と
改
名
）
の
女
婿
と
な
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
政
治
情
勢
に

拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
登
任
は
敗
北
し
、
お
そ
ら
く
合
戦
の
責
任
を
と
っ
て
、
永
承
五
〜
六
年

（
一
〇
五
〇
〜
五
一
）
の
間
に
陸
奥
守
を
辞
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

登
任
の
後
を
引
き
継
い
だ
の
が
、河
内
源
氏
出
身
の
源
頼
義
で
あ
る
（【
表
】
№
28
・

30
・
31
・
33
）。
朝
廷
は
、
奥
六
郡
安
倍
氏
を
牽
制
し
、
合
戦
で
の
敗
北
に
よ
り
失
墜

し
た
国
府
の
権
威
回
復
を
図
る
べ
く
頼
義
を
陸
奥
守
に
選
任
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
河
内
源
氏
の
武
力
が
あ
っ
た
。

頼
義
が
陸
奥
守
に
就
任
す
る
前
の
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
正
月
、小
一
条
院
が
薨

去
し
て
お
り
、
そ
の
人
事
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
頼
義
の
武

力
は
小
一
条
院
の
も
と
で
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

頼
義
は
、
平
忠
常
の
乱
の
鎮
圧
に
お
い
て
父
頼
信
を
補
佐
し
た
功
に
よ
り
、
小
一

条
院
判
官
代
に
補
任
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
頼
義
は
、
狩
猟
を
愛
好
し
た
小
一
条
院

に
近
仕
し
て
お
り
（『
陸
奥
話
記
』）、『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
九
に
お
い
て
「
頼
義
を
、

身
を
放
た
で
も
た
り
け
る
」
と
叙
述
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
長
元
九
年

（
一
〇
三
六
）
十
月
に
は
、
相
模
守
に
任
官
し
て
い
る
（『
範
国
記
』
同
年
同
月
十
四
日

条
）。
相
模
国
に
は
、
冷
泉
宮
領
で
あ
る
三
崎
荘
・
波
多
野
荘
が
あ
り
、
頼
義
の
配
下

（
三
浦
氏
・
波
多
野
氏
）
が
荘
官
と
し
て
そ
の
経
営
に
務
め
て
い
た⑨
。
冷
泉
宮
と
は
、
小

一
条
院
の
娘

子
内
親
王
の
こ
と
で
、
冷
泉
宮
領
は
お
そ
ら
く
小
一
条
院
か
ら

子

内
親
王
に
相
伝
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
河
内
源
氏
は
、
冷
泉
宮
領
＝
小

一
条
院
領
の
経
営
を
媒
介
と
し
て
、
東
国
武
士
と
主
従
関
係
を
結
び
、
自
ら
の
武
力

を
構
築
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
頼
義
は
、
小
一
条
院
の
側
近
で
あ
る
貞

盛
流
平
氏
の
嫡
流
平
直
方
の
女
婿
と
な
り
、
相
模
国
に
拠
点
を
置
く
貞
盛
流
平
氏
の

権
益
を
継
承
す
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
頼
義
の
陸
奥
守
任
官
に
は
小
一
条
院
の
直
接
的
関
与
は
見
ら
れ

な
い
も
の
の
、
頼
義
の
政
治
的
地
位
の
上
昇
は
小
一
条
院
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

陸
奥
守
就
任
か
ら
二
年
後
の
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）、
頼
義
は
鎮
守
府
将
軍
を
兼

任
し
た
。
鎮
守
府
将
軍
は
従
来
秀
郷
流
藤
原
氏
や
貞
盛
流
藤
原
氏
が
任
じ
ら
れ
て
お

り
、長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
以
降
空
席
状
態
に
あ
っ
た
。
四
半
世
紀
ぶ
り
に
頼
義
が

任
命
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、奥
六
郡
安
倍
氏
を
牽
制
す
る
目
的
も
あ
っ
た
が
、

平
直
方
の
女
婿
と
し
て
陸
奥
に
お
け
る
貞
盛
流
平
氏
の
権
益
を
奪
還
す
る
と
い
う
思

惑
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、頼
義
が
無
事
に
任
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
た
永
承
四
年
（
一
〇
五
六
）、

頼
義
の
部
下
で
あ
る
陸
奥
権
守
藤
原
説
貞
の
子
息
（
光
貞
・
元
貞
）
の
襲
撃
事
件
を
契

機
に
、
安
倍
氏
は
国
府
に
反
旗
を
翻
し
前
九
年
合
戦
が
勃
発
し
た
。

一
般
に
国
司
に
と
っ
て
、
自
身
の
統
治
す
る
国
で
内
乱
が
発
生
す
る
こ
と
は
致
命

的
で
、
今
後
の
進
退
が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
も
任
期
終
了
間
際
の
頼
義
か
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ら
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
合
戦
は
統
治
上
最
悪
な
結
果
を
招
く
も
の
で
あ
っ
た
。

頼
義
の
後
任
と
し
て
陸
奧
守
に
就
任
し
た
の
は
、
藤
原
伊
尹
流
の
文
官
藤
原
良
綱

で
あ
る
（【
表
】
№
31
）。
戦
闘
が
発
生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、朝
廷
は
頼
義
の

陸
奥
守
重
任
を
認
め
ず
、
任
国
で
問
題
を
起
こ
し
た
と
し
て
更
迭
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
合
戦
を
聞
い
た
良
綱
は
任
地
に
赴
く
こ
と
な
く
辞
退
し
た
た
め
、
結

果
的
に
頼
義
が
再
任
さ
れ
、前
九
年
合
戦
が
終
了
す
る
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
ま
で

務
め
た
。

こ
の
一
連
の
経
緯
の
な
か
で
、
興
味
深
い
の
が
按
察
使
の
任
官
状
況
で
あ
る
。

前
章
に
お
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
道
長
死
後
の
按
察
使
に
は
、
小
一
条
院
と
の

結
び
つ
い
て
頼
宗
と
そ
の
兄
弟
（
能
信
・
長
家
）・
姻
戚
（
師
房
・
信
家
）
が
任
じ
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、信
家
の
後
任
と
し
て
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
に
任
じ
ら
れ
た
の

は
、そ
う
し
た
関
係
を
も
た
な
い
小
野
宮
流
出
身
の
藤
原
資
平
で
あ
る
（【
表
】
№
30
）。

こ
れ
は
、
永
承
年
間
に
発
生
し
た
合
戦
の
敗
北
以
来
、
国
府
の
権
威
が
失
墜
し
、
陸

奥
国
の
利
権
確
保
が
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
実
情
も
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る⑩
。
同
時
に
、永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
の
小
一
条
院
の
薨
去
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
現
状
は
、
逆
に
頼
宗
ら
の
陸
奥
の
利
権
確
保
に
お
い

て
小
一
条
院
の
求
心
力
が
働
い
て
い
た
こ
と
、
ま
た
小
一
条
院
の
も
と
で
陸
奥
の
利

権
確
保
と
按
察
使
任
官
が
密
接
に
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

第
二
節　

義
家
の
陸
奥
国
進
出

前
九
年
合
戦
後
の
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）
二
月
、朝
廷
は
頼
義
ら
安
倍
氏
追
討
の

功
労
者
に
恩
賞
を
与
え
た
。
頼
義
は
正
四
位
下
に
加
階
の
上
伊
予
守
に
、
頼
義
の
子

義
家
・
義
綱
は
そ
れ
ぞ
れ
出
羽
守
・
左
衛
門
尉
、
そ
し
て
頼
義
の
勝
利
に
貢
献
し
た

清
原
武
則
は
、従
五
位
上
に
加
階
の
上
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（【
表
】

№
34
）。

な
お
、
こ
の
時
期
の
按
察
使
及
び
陸
奥
守
の
任
官
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
前
節
で

触
れ
た
按
察
使
藤
原
資
平
は
、康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）
も
在
任
し
て
い
る
（【
表
】
№

32
）。
資
平
は
、
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
十
二
月
に
死
去
し
て
お
り
、
極
官
は
大
納

言
で
あ
っ
た
。
按
察
使
は
大
納
言
ま
た
は
権
大
納
言
と
の
兼
官
で
任
じ
ら
れ
る
の
が

通
例
で
あ
り⑪
、
治
暦
三
年
に
死
去
す
る
ま
で
在
任
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
資
平
は
十
四
年
あ
ま
り
務
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
裏
を
返
せ
ば

合
戦
に
よ
る
混
乱
で
陸
奥
の
利
権
確
保
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
、
按
察
使
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
陸
奥
守
は
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
の
頼
義
退
任
後
、
治
暦
三
年
に
源
頼
俊

が
就
任
す
る
ま
で
の
約
五
年
間
、
補
任
の
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
状
況
は
、
清

原
武
則
の
鎮
守
府
将
軍
就
任
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。五
位
を
帯
び
た
と
は
い
え
、

地
方
豪
族
に
過
ぎ
な
い
武
則
が
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
は
破
格
の
待
遇
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
朝
廷
は
、
武
則
を
今
回
の
合
戦
の
功
労
者
と
し
て
認
識
し
て
い

た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
陸
奥
国
の
安
定
的
な
統
治
を
図
る
べ
く
清
原
氏
に
期

待
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鎮
守
府
将
軍
清
原
氏
の
地
均
し
の
上
に
、
陸
奥
守
の

権
威
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
朝
廷
の
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

武
則
の
鎮
守
府
将
軍
就
任
か
ら
四
年
後
、
治
暦
三
年
に
頼
俊
が
陸
奥
守
に
任
じ
ら

れ
た
（【
表
】
№
35
）。
頼
俊
は
大
和
源
氏
出
身
で
、義
家
の
祖
父
頼
信
の
兄
頼
親
の
孫

に
あ
た
り
、
義
家
と
又
従
兄
弟
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。

ま
た
、そ
の
翌
年
三
月
に
は
源
隆
国
が
按
察
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（【
表
】
№
36
・

37
）。
隆
国
は
、
道
長
の
側
近
源
俊
賢
の
子
で
、
隆
国
も
ま
た
頼
通
の
側
近
と
し
て
活

動
し
た
。よ
っ
て
隆
国
の
按
察
使
就
任
は
頼
通
の
推
挙
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

当
年
三
月
は
頼
通
自
身
が
上
表
し
政
界
か
ら
の
引
退
を
表
明
し
て
い
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
ゆ
え
に
隆
国
の
起
用
は
、
頼
通
の
引
退
後
、
摂
関
家
の
も
と
で
陸
奥
国
の

権
益
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
企
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

頼
俊
が
陸
奥
守
に
在
任
し
て
い
た
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
八
月
、当
時
下
野
守
の

任
に
あ
っ
た
源
義
家
が
、陸
奥
国
で
印
鎰
を
略
奪
し
た
散
位
藤
原
基
通
を
捕
ら
え
た
。



三
五

大
宮
右
大
臣
家
に
よ
る
陸
奥
国
進
出
の
過
程

537

こ
の
事
件
は
、
頼
俊
が
清
原
貞
衡
（
繁
盛
流
海
道
平
氏
出
身
で
、
清
原
氏
の
婿
）
と
と
も

に
衣
曽
別
嶋
（
蝦
夷
島
）・
閉
伊
村
な
ど
北
陸
奥
を
追
討
し
て
い
る
最
中
に
発
生
し
た

も
の
で
あ
る
。

そ
の
報
に
接
し
た
頼
俊
は
北
陸
奥
追
討
を
途
中
離
脱
し
、
基
通
の
印
鎰
略
奪
に

よ
っ
て
生
じ
た
混
乱
を
収
拾
す
る
べ
く
国
府
へ
引
き
返
す
こ
と
と
な
っ
た
。
北
陸
奥

追
討
自
体
は
成
功
し
た
よ
う
で
、
頼
俊
と
と
も
に
追
討
に
携
わ
っ
た
貞
衡
は
鎮
守
府

将
軍
に
任
命
さ
れ
て
い
る
が
（【
表
】
№
37
）、頼
俊
に
恩
賞
が
与
え
ら
れ
た
形
跡
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
朝
廷
は
、
陸
奥
国
印
鎰
略
奪
事
件
に
お
け
る
頼
俊
の
失
態
を

問
題
視
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
頼
俊
の
後
任
と
思
わ
れ
る
兼
通
流
の
藤
原
経
俊
が

延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
に
陸
奥
守
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（【
表
】
№
39
）、
そ

の
前
に
頼
俊
は
陸
奥
守
を
解
任
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
義
家
は
い
ち
早
く
犯
人
を
追
捕
し
た
こ
と
で
、
軍
事
貴
族
の
第
一
人
者
と

し
て
の
立
場
を
確
立
し
た
。
後
年
陸
奥
守
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
朝
廷
の

義
家
に
寄
せ
る
期
待
も
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
陸
奥
国
印
鎰
略
奪
事
件
に
つ
い
て
、
野
口
実
氏
は
、
同
じ
軍
事
貴
族
と
し
て

陸
奥
へ
の
進
出
を
目
論
む
頼
俊
を
ラ
イ
バ
ル
視
し
た
義
家
が
、
自
ら
息
の
か
か
っ
た

「
藤
原
基
通
」
を
使
っ
て
仕
組
ん
だ
も
の
と
解
釈
し
て
い
る⑫
。
さ
ら
に
野
口
氏
は
、事

件
の
張
本
人
「
藤
原
基
通
」
に
つ
い
て
、
名
の
「
通
」
の
字
は
首
藤
氏
の
通
字
で
あ

る
か
ら
、
陸
奥
守
・
鎮
守
府
将
軍
と
し
て
前
九
年
合
戦
を
鎮
圧
し
た
義
家
の
父
頼
義

に
仕
え
、
戦
後
も
陸
奥
国
衙
に
一
定
の
地
位
を
占
め
て
い
た
首
藤
氏
の
一
族
が
義
家

の
指
示
の
も
と
に
行
動
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
を
加
え
て
い
る⑬
。

下
野
国
は
、
陸
奥
国
に
隣
接
し
て
い
る
関
係
上
、
古
来
よ
り
征
夷
の
最
前
線
（
兵

站
基
地
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、陸
奥
に
関
わ
る
情
報
が
流
入

し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
野
口
氏
の
見
解
に
沿
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
下
野
に
配

置
し
た
河
内
源
氏
第
一
の
郎
等
首
藤
氏
を
通
じ
て
、
義
家
は
陸
奥
の
情
勢
を
見
極
め

つ
つ
利
権
確
保
に
向
け
て
始
動
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
三
節　

俊
家
の
按
察
使
就
任
と
宗
円
の
下
野
国
下
向

河
内
源
氏
の
総
領
義
家
が
陸
奥
に
お
け
る
利
権
確
保
を
目
指
す
一
方
、
軌
を
一
に

す
る
か
の
よ
う
に
大
宮
右
大
臣
家
藤
原
俊
家
も
ま
た
陸
奥
進
出
に
着
手
し
始
め
た
。

承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
正
月
、俊
家
は
按
察
使
に
就
任
し
た
。
第
一
章
で
見
て
き

た
と
お
り
、
前
九
年
合
戦
以
前
の
按
察
使
は
、
俊
家
の
父
頼
宗
と
そ
の
兄
弟
・
姻
戚

が
、
小
一
条
院
と
の
関
係
の
な
か
で
任
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
小
一
条
院
の
薨

去
や
前
九
年
合
戦
の
勃
発
に
よ
り
、大
宮
右
大
臣
家
は
陸
奥
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。

俊
家
と
義
家
は
主
君
と
家
人
の
間
柄
で
、
両
者
の
動
向
は
無
関
係
で
は
な
い
と
考

え
る
。

大
宮
右
大
臣
家
と
河
内
源
氏
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
元
木
泰
雄
氏
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
義
家
の
嫡
男
義
親
は
俊
家
の
子
宗
通
（
後
述
）
に
仕
え
、
そ
の
上

義
親
の
母
の
伯
父
に
あ
た
る
清
長
の
系
統
は
代
々
摂
関
家
の
家
司
と
し
て
活
躍
し
、

姉
妹
は
俊
家
の
室
と
な
っ
て
宗
通
を
生
ん
で
お
り⑭
、
両
者
の
関
係
は
俊
家
・
義
家
の

世
代
に
遡
及
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
関
係
に
よ
っ
て
、
俊
家
は
当
時
下
野
守
の
任
に
あ
っ
た
義
家
を
通
じ

て
、
陸
奥
の
情
勢
を
伝
え
聞
い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
陸
奥
守
は
、

藤
原
経
俊
・
橘
為
仲
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
（【
表
】
№
39
〜
41
）、
い
ず
れ
も
文
官
に

よ
る
任
官
で
し
か
も
為
仲
は
延
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸
奥
国
内
は
安
定
的
な
状

況
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
清
原
氏
が
河
内
源
氏
と
の
連
携
を
模
索
し
出
し

た
時
期
も
さ
ほ
ど
遠
く
な
い⑮
。
俊
家
・
義
家
が
陸
奥
に
進
出
し
、
利
権
を
確
保
す
る

絶
好
の
機
会
が
訪
れ
た
と
言
え
る
。

義
家
は
、
俊
家
の
子
で
宇
都
宮
氏
の
始
祖
と
さ
れ
る
園
城
寺
僧
宗
円
を
伴
い
、
下

野
国
に
下
向
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
河
内
源
氏
の
奥
羽
進
出
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ

た
野
口
実
氏
は
、
義
家
が
下
野
守
に
在
任
し
て
い
た
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
前
後
、

宗
円
は
義
家
の
請
に
応
じ
て
下
向
し
、
奥
羽
の
賊
徒
調
伏
を
任
と
す
る
宇
都
宮
社
で
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祈
祷
を
行
っ
た
と
考
察
し
て
い
る⑯
。

こ
の
宗
円
の
下
向
は
、承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
に
お
け
る
父
俊
家
の
按
察
使
就
任

と
連
動
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
義
家
が
下
野
守
に
在
任
し
て
い

た
の
は
、承
保
四
年
（
一
〇
七
七
）
十
月
頃
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
（
当
年
十
一
月
に
は
義

家
の
弟
義
綱
が
下
野
守
に
在
任
）。
按
察
使
就
任
と
連
動
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
下
向

時
期
は
承
保
三
年
と
推
定
さ
れ
、
義
家
に
よ
る
宗
円
同
伴
の
下
向
は
按
察
使
の
任
に

あ
っ
た
本
主
俊
家
の
命
に
よ
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

第
三
章　

陸
奥
守
藤
原
基
頼
と
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
宗
通

第
一
節　

後
三
年
合
戦
と
陸
奥
国
支
配

承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
八
月
、
右
大
臣
に
昇
進
し
た
俊
家
は
按
察
使
を
離
れ
、
そ

の
後
任
と
し
て
翌
年
十
二
月
に
源
俊
房
が
就
任
し
た
（【
表
】
№
42
）。
俊
房
の
父
は
按

察
使
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
右
大
臣
師
房
で
あ
る
が
、
母
は
道
長
の
娘
で
俊
家
の
父

頼
宗
の
同
母
妹
に
あ
た
る
尊
子
で
、俊
房
の
娘
は
俊
家
の
子
宗
俊
の
室
で
あ
る
。よ
っ

て
、
俊
房
は
俊
家
と
二
重
の
姻
戚
関
係
で
結
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
後
任
人
事
は
お
そ

ら
く
俊
家
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
俊
家
か
ら
俊
房
へ
と
按
察
使

が
受
け
継
が
れ
る
傾
向
は
、
か
つ
て
の
頼
宗
・
能
信
・
長
家
か
ら
師
房
へ
と
繋
が
る

流
れ
と
共
通
し
て
お
り
、
俊
家
は
父
頼
宗
の
頃
の
按
察
使
任
官
の
あ
り
方
を
志
向
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
こ
の
間
の
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
二
月
、義
家
が
陸
奥
守
に
在
任
し
て
い
る

の
が
見
え
る
（【
表
】
№
42
）。
義
家
の
陸
奥
守
就
任
時
期
は
、前
任
の
橘
為
仲
が
承
暦

四
年
正
月
に
は
在
任
し
て
い
る
た
め
二
月
以
降
と
判
断
さ
れ
る
が
、
俊
家
と
の
連
携

で
考
え
る
な
ら
ば
、
当
年
二
月
か
ら
八
月
の
間
に
任
じ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
翌
年
十
二
月
、
俊
房
は
右
大
臣
に
昇
任
し
た
た
め
按
察
使
を
退
い
た
が
、
そ

の
後
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）
十
二
月
に
藤
原
実
季
が
就
任
（【
表
】
№
44
）
す
る
ま
で

の
約
三
年
間
、
按
察
使
は
初
め
て
空
席
状
態
に
な
っ
た
。
こ
の
間
は
折
し
も
、
清
原

氏
の
一
族
内
で
後
継
者
を
め
ぐ
る
内
紛
が
発
生
し
、
陸
奥
に
再
び
戦
雲
が
立
ち
こ
め

始
め
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
前
九
年
合
戦
の
時
と
同
様
、
現
地
が
不
穏
な
情
勢
に
陥

れ
ば
収
益
は
見
込
め
な
く
な
る
た
め
、
敢
え
て
按
察
使
を
任
じ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。按

察
使
不
在
の
一
方
で
、
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
秋
、
陸
奥
の
不
穏
な
情
勢
を
鎮

め
る
た
め
、義
家
は
現
地
に
赴
任
し
た
。
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
の
印
鎰
略
奪
事
件

以
来
、
陸
奥
平
定
を
担
当
す
る
軍
事
貴
族
と
し
て
義
家
の
力
量
は
期
待
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
義
家
は
清
原
氏
の
当
主
真
衡
を
支
援
し
、
真
衡
と
対
立
し
て
い
た

清
衡
・
家
衡
兄
弟
を
打
ち
破
っ
た
（
後
三
年
合
戦
の
開
始
）。

し
か
し
、
二
年
後
の
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）、
今
度
は
清
衡
と
家
衡
の
間
で
対
立

が
生
じ
、
家
衡
が
清
衡
の
妻
子
ら
を
殺
害
す
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。
義

家
は
清
衡
を
支
援
し
家
衡
を
追
討
す
る
が
、
家
衡
の
叔
父
武
衡
が
家
衡
を
支
援
し
た

こ
と
も
あ
り
、
合
戦
は
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。

そ
の
な
か
で
、
前
述
の
藤
原
実
季
が
三
年
間
空
席
状
態
に
あ
っ
た
按
察
使
に
就
任

し
て
い
る
が
、
戦
乱
の
状
況
下
で
何
故
按
察
使
を
任
じ
た
の
か
。

当
初
朝
廷
は
、
前
九
年
合
戦
の
時
同
様
、
戦
乱
さ
え
収
束
す
れ
ば
国
内
支
配
が
正

常
化
し
、従
来
ど
お
り
収
益
が
安
定
す
る
と
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

戦
乱
に
と
ど
ま
ら
な
い
問
題
が
あ
り
、そ
れ
は
陸
奥
守
義
家
の
砂
金
未
納
で
あ
っ
た
。

後
三
年
合
戦
後
の
朝
廷
で
は
砂
金
の
不
足
が
問
題
視
さ
れ
、
前
陸
奥
守
義
家
に
よ

る
合
戦
中
の
未
納
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
（『
中
右
記
』
永
長
元
年
十
二
月
十
五
日
条
、
承

徳
元
年
二
月
廿
五
日
条
）。
戦
乱
の
長
期
化
に
よ
っ
て
慢
性
的
な
未
納
が
発
覚
し
た
た

め
、
朝
廷
は
そ
の
監
督
の
役
割
を
担
う
べ
く
実
季
を
按
察
使
に
任
じ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
実
季
を
按
察
使
に
推
挙
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
白
河
天
皇
で
あ
ろ
う
。
天
皇
に

と
っ
て
実
の
外
伯
父
（
白
河
天
皇
の
生
母
茂
子
は
実
季
の
妹
）
で
信
任
厚
い
実
季
を
任
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じ
、
砂
金
未
納
問
題
に
対
応
さ
せ
た
と
推
測
す
る
。
実
際
、
実
季
は
按
察
使
と
し
て

今
回
の
合
戦
に
か
か
る
詮
議
の
奉
行
を
務
め
て
い
る
（『
為
房
卿
記
』
寛
治
元
年
八
月

十
九
日
条
）。

第
二
節　

陸
奥
守
と
平
泉
藤
原
氏

寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）、
義
家
は
清
原
家
衡
・
武
衡
の
追
討
に
成
功
し
、
後
三
年

合
戦
は
終
了
し
た
。
そ
の
翌
年
に
は
後
任
の
陸
奧
守
と
し
て
、
道
綱
流
の
藤
原
基
家

が
任
じ
ら
れ
た
（【
表
】
№
46
）。
合
戦
直
後
の
人
事
で
あ
っ
た
だ
け
に
、朝
廷
は
人
選

に
慎
重
に
な
っ
た
ら
し
く
、
基
家
と
藤
原
永
清
の
ど
ち
ら
を
陸
奥
守
に
す
る
か
審
議

し
た
よ
う
で
あ
る
（『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
二
年
正
月
廿
五
日
条
）。
選
任
さ
れ
な
か
っ

た
永
清
に
着
目
す
る
と
、
永
清
の
母
は
越
前
守
平
正
度
の
娘
で
、
正
度
は
貞
盛
の
子

維
衡
と
「
陸
奥
国
住
人
長
介
女
」
と
の
間
に
生
ま
れ
て
い
る
（『
尊
卑
分
脈
』）。
よ
っ

て
永
清
は
、母
方
の
貞
盛
流
平
氏
を
通
じ
て
陸
奥
国
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
お
り
、

朝
廷
は
有
事
の
際
の
対
応
と
し
て
そ
の
関
係
性
に
期
待
し
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
朝
廷
は
武
力
を
背
景
に
も
つ
永
清
で
は
な
く
、
文
官
の
基
家
を
選
任
し

た
。
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
六
月
、基
家
は
藤
原
清
衡
に
合
戦
の
動
き
が
あ
る
こ
と

を
報
告
し
て
お
り
（『
中
右
記
』
同
年
同
月
三
日
条
）、翌
年
に
は
任
国
で
死
去
し
た
（『
後

二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
九
月
十
七
日
条
）。
そ
の
後
の
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
が
、
義

家
離
任
後
の
陸
奥
国
に
お
い
て
、
後
三
年
合
戦
の
勝
者
で
あ
る
清
衡
が
着
々
と
勢
力

を
扶
植
し
、
朝
廷
に
と
っ
て
新
た
な
脅
威
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
十
二
月
、長
ら
く
按
察
使
の
職
に
あ
っ
た
藤
原
実
季
が
死
去

し
、
再
び
按
察
使
は
空
席
状
態
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
陸
奥
守
に
就
任
し
た
の
が
源
義
綱
で
あ
る
（【
表
】
№

48
・
49
）。
義
綱
の
起
用
は
、
平
泉
藤
原
氏
の
脅
威
に
備
え
る
た
め
で
も
あ
っ
た
が
、

喫
緊
の
課
題
と
し
て
隣
国
出
羽
国
で
発
生
し
た
国
守
襲
撃
事
件
（
豪
族
平
師
妙
ら
が
出

羽
守
藤
原
信
明
を
襲
撃
し
国
衙
を
焼
い
て
財
宝
を
略
奪
）
の
収
拾
を
図
る
た
め
で
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
翌
年
三
月
、
義
綱
は
事
件
の
張
本
人
で
あ
る
師
妙
・
師
季
の
追
捕

に
成
功
し
、
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
に
は
恩
賞
と
し
て
美
濃
守
に
任
じ
ら
れ
た
。

義
綱
の
後
任
と
し
て
陸
奧
守
に
就
任
し
た
の
が
、
村
上
源
氏
（
為
平
親
王
流
）
の
源

有
宗
で
あ
る
（【
表
】
№
50
）。
有
宗
の
在
任
中
、清
衡
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
千
僧
供
の

た
め
と
し
て
国
領
の
一
部
を
荘
園
に
し
て
お
り
（『
中
右
記
』
大
治
二
年
十
二
月
十
五
日

条
）、
平
泉
藤
原
氏
は
勢
い
を
増
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
該
期
は
朝
廷
に
お
い
て

砂
金
の
不
足
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
（
前
述
）、
陸
奥
国
か
ら
の
砂
金
の
上
納
は
ま
ま

な
ら
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
お
そ
ら
く
陸
奥
国
府
と
平
泉
藤
原
氏
の

緊
張
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

有
宗
の
陸
奥
守
就
任
の
翌
年
、
約
五
年
ぶ
り
に
按
察
使
の
任
官
が
あ
り
、
藤
原
宗

俊
が
就
任
し
た
（【
表
】
№
51
）。
宗
俊
は
俊
家
の
子
で
あ
り
、按
察
使
職
は
再
び
大
宮

右
大
臣
家
に
戻
っ
た
。
朝
廷
に
お
け
る
砂
金
不
足
が
恒
常
化
し
て
い
る
な
か
、
俊
家

以
来
陸
奥
国
支
配
に
長
け
た
大
宮
右
大
臣
家
の
関
係
者
を
按
察
使
に
任
じ
る
こ
と

で
、
砂
金
貢
納
の
正
常
化
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
按
察
使

就
任
の
翌
年
に
あ
た
る
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）、
宗
俊
は
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。

宗
俊
死
去
後
の
朝
廷
で
は
、
依
然
と
し
て
砂
金
貢
納
の
問
題
は
継
続
し
て
い
た

（『
中
右
記
』
承
徳
二
年
十
一
月
七
日
条
）。
そ
の
な
か
で
有
宗
の
後
任
と
し
て
陸
奧
守
に

任
じ
ら
れ
た
の
が
、
高
明
流
の
源
国
俊
で
あ
る
（【
表
】
№
53
）。
国
俊
は
、
按
察
使
の

任
官
歴
を
有
す
る
隆
国
（【
表
】
№
36
・
37
）
の
子
で
、「
有
良
吏
聞
」（『
中
右
記
』
承
徳

二
年
八
月
廿
八
日
条
）
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
。
有
能
な
行
政
官
と
し
て
評
判
の
高
い

国
俊
に
、朝
廷
は
砂
金
貢
納
問
題
を
解
決
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

任
国
に
赴
か
な
い
ま
ま
国
俊
は
京
で
死
去
し
た
（『
本
朝
世
紀
』
承
徳
三
年
三
月
十
八
日

条
）。国

俊
の
後
任
と
し
て
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
小
野
宮
家
出
身
の
藤
原
実
宗

で
あ
る
（【
表
】
№
54
・
55
）。
実
宗
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
陸
奥
守
就
任
の
約
三

か
月
後
に
鎮
守
府
将
軍
を
兼
任
し
た
こ
と
で
あ
る
（【
表
】
№
54
）。
鎮
守
府
将
軍
任
官
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は
、
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
の
清
原
貞
衡
（【
表
】
№
37
）
以
来
で
あ
る
が
、
文
官
で

武
的
性
格
が
見
ら
れ
な
い
実
宗
が
何
故
こ
の
時
期
に
任
じ
ら
れ
た
の
か
。

鎮
守
府
将
軍
兼
任
の
背
景
に
は
、
遠
藤
基
郎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
康
和
年
間

（
一
〇
九
九
〜
一
一
〇
四
）
と
推
定
さ
れ
る
平
泉
藤
原
氏
の
本
拠
地
（
平
泉
）
移
転
が
あ

る
と
思
わ
れ
る⑰
。
柳
之
御
所
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
清
衡
時
代
に
防
御
性
の
高

い
堀
が
廻
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
陸
奥
国
府
へ
の
対
抗
意
識
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
鎮
守
府
将
軍
は
奥
六
郡
を
管
轄
す
る
行
政
官
で
あ
り
、

そ
の
任
官
は
清
衡
の
平
泉
移
転
に
伴
う
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節　

大
宮
右
大
臣
家
に
よ
る
陸
奥
国
の
利
権
確
保

実
宗
の
鎮
守
府
将
軍
就
任
と
同
時
期
に
、
村
上
源
氏
（
具
平
親
王
流
）
出
身
の
源
師

忠
が
按
察
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（【
表
】
№
54
）。
師
忠
は
、師
房
の
子
で
あ
る
が
母

は
頼
宗
の
娘
で
あ
る
た
め
、
俊
家
に
と
っ
て
は
甥
に
あ
た
り
大
宮
右
大
臣
家
の
関
係

者
で
も
あ
る
。
宗
俊
の
死
去
か
ら
約
二
年
を
経
て
再
び
大
宮
右
大
臣
家
の
関
係
者
が

按
察
使
に
就
任
し
た
背
景
に
は
、
平
泉
藤
原
氏
へ
の
対
応
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

康
和
五
年
（
一
一
〇
一
）
十
月
、
実
宗
が
任
期
途
中
で
死
去
し
た
た
め
（『
中
右
記
』

同
年
同
月
四
日
条
）、
後
任
に
藤
原
基
頼
が
陸
奥
守
に
就
任
し
た
（【
表
】
№
55
・
56
・
58

〜
60
）。
基
頼
に
つ
い
て
は
、「
嗜
弓
馬
好
鷹
犬
」「
達
武
略　

討
出
羽
常
陸
并
北
国
凶

賊
蒙
将
軍
宣
旨
」（『
尊
卑
分
脈
』）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
的
性
格
を
有
す
る
存
在
で

あ
っ
た
。
ま
た
基
頼
の
母
は
「
家
女
房
常
陸
介
源
為
弘
女
」（『
尊
卑
分
脈
』）
で
、
他

の
兄
弟
に
比
べ
て
母
親
の
身
分
が
低
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
基
頼
は
、

越
前
守
・
能
登
守
・
常
陸
介
な
ど
地
方
行
政
官
を
転
々
と
し
て
（『
尊
卑
分
脈
』）、
自

ら
の
地
位
を
構
築
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
基
頼
は
、
清
衡
と
良
好
な
関
係
を
築
い

て
い
た
と
思
わ
れ⑱
、清
衡
か
ら
直
接
摂
関
家
忠
実
へ
馬
が
献
上
さ
れ
て
い
る
（『
殿
暦
』

長
治
元
年
七
月
十
六
日
条
）。
お
そ
ら
く
こ
の
段
階
に
お
い
て
、長
年
の
課
題
で
あ
っ
た

砂
金
貢
納
も
解
決
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

平
泉
藤
原
氏
と
の
関
係
が
良
好
に
維
持
さ
れ
る
な
か
、
按
察
使
は
師
忠
か
ら
高
明

流
の
源
俊
明
に
交
替
し
た
（【
表
】
№
57
）。
俊
明
は
、按
察
使
を
歴
任
し
た
隆
国
の
子

で
あ
る
が
、
平
泉
藤
原
氏
に
対
し
て
は
些
か
強
硬
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
様
子
は
、『
古
事
談
』
第
二
・
臣
節
に
見
え
、
清
衡
は
造
仏
の
用
途
と
し
て

俊
明
に
砂
金
を
献
上
し
た
が
、「
清
衡
令
押
領
王
地
、
只
今
可
謀
反
者
也
。
其
ト
キ
ハ

可
遣
追
討
使
」
と
述
べ
て
受
け
取
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
。

こ
の
俊
明
の
姿
勢
が
朝
廷
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
許
容
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、

平
泉
藤
原
氏
と
の
関
係
が
再
び
悪
化
す
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
十
月
、
俊
明
は
辞
任
に
よ
っ
て
按
察
使
を
退
い
て
い
る
が

（『
公
卿
補
任
』）、
こ
う
し
た
事
情
と
の
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

俊
明
に
替
わ
っ
て
按
察
使
に
就
任
し
た
の
が
、
藤
原
宗
通
で
基
頼
の
兄
弟
で
あ
る

（【
表
】
№
58
・
62
〜
64
）。
宗
通
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
白
河
院
の
も
と
で
養
育
さ
れ
、
院

の
覚
え
め
で
た
く
「
天
下
権
威
、
傍
若
無
人
」（『
中
右
記
』
保
安
元
年
七
月
廿
二
日
条
）

と
ま
で
称
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
宗
通
の
按
察
使
就
任
の
約
二
か
月
後
、
基
頼

は
陸
奥
守
重
任
を
果
た
し
た
（【
表
】
№
58
）。
基
頼
の
陸
奥
守
重
任
は
、お
そ
ら
く
按

察
使
宗
通
の
推
挙
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
基
頼
の
甥
に
も
あ
た
る
藤
原
宗
忠
は
、

こ
の
人
事
に
つ
い
て
「
可
謂
不
次
賞
歟
」（『
中
右
記
』
天
仁
元
年
十
二
月
卅
日
条
）
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
破
格
の
待
遇
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
陸
奥
守
基
頼
が
朝
廷
に
も

た
ら
し
た
成
果
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
十
二
月
、基
頼
は
大
原
野
社
の
内
外
宮
造
営
の
功
に
よ
り

武
蔵
守
へ
の
転
任
を
果
た
し
た
（『
長
秋
記
』
同
年
同
月
二
日
条
）。
武
蔵
守
は
、
俊
家

以
来
深
い
関
係
を
有
す
る
河
内
源
氏
の
拠
点
で
も
あ
り
、
武
的
性
格
を
有
す
る
基
頼

に
相
応
し
い
官
職
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

基
頼
以
後
、
陸
奥
守
は
橘
以
綱
や
道
隆
流
の
藤
原
基
信
に
交
替
し
た
が
（【
表
】
№

61
・
63
・
64
）、
宗
通
は
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
に
至
る
ま
で
按
察
使
に
在
任
し
た
。

こ
れ
は
、
大
宮
右
大
臣
家
が
陸
奥
国
に
お
け
る
利
権
を
確
か
な
も
の
に
し
た
こ
と
の
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証
左
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
三
章
に
わ
た
っ
て
、
大
宮
右
大
臣
家
に
よ
る
陸
奥
国
進
出
の
過
程
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
。
最
後
に
、
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
整
理
し
た
上
で
今
後
の
課
題
を
展

望
し
て
み
た
い
。

①  

寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
道
長
娘
寛
子
が
小
一
条
院
の
妃
に
な
っ
た
こ
と
で
、摂

関
家
の
な
か
で
も
寛
子
の
同
母
兄
弟
（
頼
宗
・
能
信
・
長
家
）
は
小
一
条
院
と
の

関
係
を
構
築
し
、
彼
ら
は
陸
奥
出
羽
按
察
使
と
し
て
小
一
条
院
の
も
つ
陸
奥
の

利
権
確
保
に
努
め
た
。

②  

永
承
年
間
（
一
〇
四
六
〜
五
三
）
の
陸
奥
国
府
と
安
倍
氏
の
対
立
に
よ
り
、
国
内

支
配
は
不
安
定
な
状
態
に
陥
っ
た
。
ま
た
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
の
小
一
条
院

の
薨
去
も
重
な
っ
て
、
摂
関
家
に
よ
る
陸
奥
の
利
権
確
保
が
困
難
に
な
り
、
頼

宗
と
そ
の
関
係
者
の
按
察
使
就
任
は
停
滞
し
た
。

③  

頼
宗
の
子
俊
家
は
、
河
内
源
氏
・
義
家
と
連
携
し
、
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
按

察
使
に
就
任
し
て
陸
奥
国
の
利
権
確
保
を
図
っ
た
。
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
に

始
ま
る
清
原
氏
と
の
合
戦
が
続
く
な
か
、陸
奥
守
義
家
の
砂
金
未
納
が
発
覚
し
、

俊
家
と
そ
の
関
係
者
の
按
察
使
就
任
は
再
び
停
滞
し
た
。

④  

合
戦
終
了
後
、
陸
奥
の
砂
金
不
足
と
と
も
に
、
平
泉
藤
原
氏
の
脅
威
が
問
題
視

さ
れ
た
。
康
和
五
年
（
一
一
〇
一
）
俊
家
の
子
基
頼
が
自
身
の
武
力
を
背
景
に
陸

奥
守
・
鎮
守
府
将
軍
に
就
任
し
た
。
基
頼
が
平
泉
藤
原
氏
と
良
好
な
関
係
を
構

築
す
る
な
か
、
基
頼
の
兄
弟
宗
通
が
按
察
使
に
就
任
し
、
陸
奥
に
お
け
る
大
宮

右
大
臣
家
の
利
権
確
保
を
確
か
な
も
の
に
し
た
。

十
二
世
紀
に
な
る
と
知
行
国
制
が
成
立
し
、
知
行
国
制
は
従
来
の
陸
奥
国
支
配
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
く
の
か
。
そ
の
な
か
で
大
宮
右
大
臣
家
の
築
い
た
陸

奥
の
利
権
は
い
か
に
継
承
さ
れ
る
の
か
。
今
後
の
課
題
と
し
て
筆
を
擱
く
こ
と
と
す

る
。

注①　
渕
原
智
幸「
藤
原
実
方
の
陸
奥
守
補
任
―
十
世
紀
末
の
小
一
条
家
に
関
す
る
一
考
察

―
」（
同
『
平
安
期
東
北
支
配
の
研
究
』
塙
書
房
、二
〇
一
三
年
、初
出
二
〇
一
一
年
）、

元
木
泰
雄
「
奥
羽
と
軍
事
貴
族
─
前
九
年
合
戦
の
前
提
」（『
紫
苑
』
第
一
四
号
、

二
〇
一
六
年
）・『
源
頼
義
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）、
野
口
実
「
中
世
前
期
、

出
羽
に
進
出
し
た
京
・
鎌
倉
の
武
士
た
ち
」（『
中
世
文
学
』
第
六
四
号
、
二
〇
一
九

年
）。

②　

拙
稿
「
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
陸
奥
国
の
位
置
づ
け
」（『
平
泉
文
化
研
究
年
報
』

第
一
五
号
、
二
〇
一
五
年
）・「
11
世
紀
に
お
け
る
陸
奥
と
京
都
―
陸
奥
守
・
鎮
守
府
将

軍
の
任
官
状
況
を
中
心
に
―
」（『
平
泉
文
化
研
究
年
報
』
第
一
六
号
、二
〇
一
六
年
）・

「
前
九
年
合
戦
前
夜
の
陸
奥
と
京
都
―
小
一
条
院
を
め
ぐ
る
貴
族
社
会
の
動
向
か
ら

―
」（『
平
泉
文
化
研
究
年
報
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
七
年
）。

③　

鎮
守
府
将
軍
は
、
安
和
三
年
（
九
七
〇
）
の
藤
原
千
常
（
秀
郷
子
）
以
来
、
代
々
秀

郷
流
藤
原
氏
が
ほ
ぼ
世
襲
（
千
方
・
文
脩
・
兼
光
）
し
て
き
た
。
し
か
し
、
長
和
三
年

（
一
〇
一
四
）
か
ら
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
に
至
る
ま
で
貞
盛
流
平
氏
（
維
良
・
永

盛
）
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
元
木
泰
雄
氏
は
、
貞
盛
流
平
氏
と
関
係

の
深
い
小
一
条
家
と
姻
戚
関
係
を
有
す
る
三
条
天
皇
の
推
挙
に
よ
る
も
の
と
指
摘
し

て
い
る
（
元
木
前
掲
注
①
論
文
参
照
）。
よ
っ
て
、
三
条
天
皇
は
陸
奥
出
羽
按
察
使
の

推
挙
も
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

④　
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
六
月
廿
五
日
条
に
「（
前
略
）
清
賢
為
按
察
納

言
使
、
令
齋
砂
金
十
両
、
遣
彼
医
師
所
、
令
交
易
治
眼
之
薬
（
後
略
）」
と
あ
り
、
こ

の
「
砂
金
」
が
陸
奥
産
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
隆
家
は
按
察
使
・
大
宰
帥
を
兼

任
す
る
こ
と
で
、陸
奥
の
珍
品
を
大
宰
府
で
交
易
で
き
る
権
利
を
有
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

⑤　

例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
頼
宗
の
子
兼
頼
は
小
一
条
院
の
御
給
に
よ
り
長
元
三
年

（
一
〇
三
〇
）
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
て
お
り
、
小
一
条
家
藤
原
通
任
の
子
師
成
は
小
一

条
院
の
推
挙
（
院
分
受
領
）
に
よ
り
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
加
賀
権
守
に
任
じ
ら
れ
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て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
（『
公
卿
補
任
』）。

⑥　

戸
川
点
「
安
倍
頼
良
・
貞
任
―
前
九
年
合
戦
の
群
像
―
」（
元
木
泰
雄
編
『
古
代
の

人
物
6　

王
朝
の
変
容
と
武
者
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）。

⑦　

元
木
泰
雄
「
頼
義
と
頼
清
―
河
内
源
氏
の
分
岐
点
―
」（『
立
命
館
文
学
』
第
六
二
四

号
、
二
〇
一
二
年
）。

⑧　

奥
六
郡
に
造
営
さ
れ
た
安
倍
氏
の
十
二
柵
の
う
ち
唯
一
所
在
地
が
確
定
さ
れ
た
も

の
で
、安
倍
氏
の
居
館
跡
で
あ
る
国
指
定
史
跡
鳥
海
柵
跡
（
岩
手
県
金
ケ
崎
町
）
の
発

掘
調
査
で
、十
世
紀
中
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
「
介
」
の
墨
書
が
あ
る
土
器
が
出
土

し
て
い
る
。
こ
の
「
介
」
を
「
陸
奥
介
」
の
「
介
」
と
判
断
す
る
な
ら
ば
、鳥
海
柵
が

造
営
さ
れ
る
以
前
当
地
に
国
府
に
関
連
し
た
施
設
が
存
在
し
て
お
り
、そ
れ
を
安
倍
氏

が
勢
力
拡
大
す
る
な
か
で
、そ
の
機
能
を
吸
収
し
拠
点
化
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
指
摘

で
き
る
。

⑨　

元
木
泰
雄
『
河
内
源
氏
―
頼
朝
を
生
ん
だ
武
士
本
流
―
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
一
年
）。

⑩　

野
口
前
掲
注
①
論
文
に
よ
る
と
、
小
野
宮
家
は
、
そ
の
所
領
で
あ
る
筑
前
国
高
田
牧

の
在
地
支
配
を
大
宰
府
府
官
や
宗
像
社
の
神
主
に
委
ね
な
が
ら
、積
極
的
に
対
外
交
易

を
行
っ
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。よ
っ
て
逆
に
こ
の
機
に
乗
じ
按
察
使
に
就
く
こ
と

で
、陸
奥
の
珍
品
を
獲
得
し
対
外
交
易
に
資
そ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑪　
『
官
職
秘
抄
』
に
よ
る
と
、
陸
奥
出
羽
按
察
使
は
「
大
納
言
可
兼
之
、
或
及
中
納
言
、

参
議
兼
任
例
、
見
于
参
議
所
」
と
あ
り
、
一
般
に
は
大
納
言
の
兼
任
す
る
職
で
あ
っ

た
。

⑫　

野
口
実
『
源
義
家
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）。

⑬　

野
口
実
「
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
河
内
源
氏
―
下
野
の
武
士
団
と
京
都
権
門
―
」（
江

田
郁
夫
編
『
中
世
宇
都
宮
氏
―
一
族
の
展
開
と
信
仰
・
文
芸
―
』
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
二
〇
年
）。

⑭　

元
木
前
掲
注
⑨
著
書
。

⑮　

永
保
年
間
（
一
〇
八
一
〜
八
四
）
の
初
め
頃
、真
衡
は
清
原
氏
と
関
係
の
深
い
海
道

平
氏
出
身
の
平
成
衡
を
養
子
に
迎
え
後
継
者
に
す
る
と
と
も
に
、義
家
の
異
母
妹
（
母

は
常
陸
国
の
豪
族
多
気
宗
幹
の
娘
）
と
結
婚
さ
せ
て
い
る
。

⑯　

野
口
前
掲
注
⑬
論
文
。

⑰　

遠
藤
基
郎
「
平
泉
藤
原
氏
と
陸
奥
国
司
―
清
衡
・
基
衡
ま
で
―
」（
入
間
田
宣
夫
編

『
東
北
中
世
史
の
研
究　

上
巻
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）。

⑱　

遠
藤
巌
「
出
羽
国
竹
島
庄
―
中
世
成
立
期
の
出
羽
国
府
郡
・
由
利
地
域
史
の
再
検
討

の
た
め
に
―
」（『
秋
大
史
学
』
第
三
二
号
、
一
九
八
五
年
）。

（
宮
城
県
教
育
庁
文
化
財
課
技
師
）


